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D 17 ぷ庭用学習机･椅一子の使用実態と問題か．

　　　　　　― 高々調節を中･・として一一

　　　　　　　　　　広柘大学　教育　　菊沢庫子

　目的　戦後最も淳化傾向が顕著な子供室で便用される書斎弔学習机と椅蚤けついては、
メーカ主蕎^r生産されて老たべ昭和　年碩ヵヽらそれらにつぃ７の消奮者問題が各地T

裂生し、最近zは学故保健の立場からみて児童の姿勢の悪化ヵ;健岸上問題とな（

るに七か力ヽわらず、その使用実態についての報告は見当らない．

　このぷうな観点ヵヽら、今回はこれらり客庭用学習机島よぴ椅｝の高さの、補位ぺ9滴合

状剔こ焦､点をあTて使用実態調査亡行ないm題､甑を明らかにすること:左日的とiた.

　方法福山市立小、中. 高校生名､491，3呪8f4人と、国立大学附蔦小.中、%枝生洛

3％､301，214ん冷計Z5ﾀ5人を対象1こ攻庭用学習机と椅^の使用実態‘をアンケート調査し

、同時に昭和Bs年4-月･り身伴測定時･こ、身長、座あ、下腿高の計刻富行な|.ゝ･1　それらi t

とr･各児童の机、椅子のま正高ざ各算出し. そ捗と実際使用高さとの関係玄対比検討した．

　結果(1) £童は名･学年共、字蜀机は専用化していた. （2）mi小雪杖入学時に購入し

たものを便用している者方過.半数蒼占めTいたが、衝引3:守学生で妁2割、高妓生ぞ粕ぶ

!柿ま中で冒いヵヽえたものE 憚用してい仁.(3）机むよが芳子の高さ調節装置のあsもの

函lヽ.中. 恚控生でそれぞれ、机でばi,sｽﾞ、眠^χ、a隋、折子では旅ぶ‰旅7ぶ

、72.0 χとな（

者か約3飼あ､tc. (4) 机知よび｀椅^玄体仕に直する高さ■T'使用している者ぱかなく. 平
均で机は2～4tTn高く、捨子は約2C瓢高く. 差尺は約2 cm ない状態で使mし-Tいる者μか

いこ七が明らかになった．

D 18 集合桂宅居住者刈主ま，ヽ方lこ関する研It (第i報)

　　　　　　‘子ども・雇戸内での居桂実剱

　　　　高知夫教育　剱也2 み子

　目的　家族，居捜実態?報告りt穿i報に.続．て，本報7" 13 ,子どもの独戸内£ 中心と

しr=居住実態を，年齢ｺﾞ'b u明りヽI- べようX;しr--.

　方法　窮]報と同cく，奈良市郊外,乙ある3LDJC型・集合住宅居桂者こ対すlアバr

-･ト調査i"あi. そ，うち子ども・あい47世帯ヵヽら回答を得r-. ? （も・年-SS-i-.J:5内

訳は，3才未-J)80名, 3才一小学2年生90名,小fi年生以上27もrあ5.

　結果　小子どものために宝を用意口いit.庭は, 3一牟才rもs割迩くあ5.

(2)　年齢によ５ベッドイ更用季£みると, 2才!g を最低･こりり債･よ□どt･･こ増加・てヽヽ^.

(3)　3才未満，Jども(D慶一結iこ寝5 んは，丙親と-a Tどり･ヵり5ぼ半教す≒i 占ある. ま

た] 人寝は. 2才以上卜なi,とみられ5. ②や行rきるよう，こなiと，生活が如吋る.

1 i副変になると，?ど･い,好さ,c させT あ｀き,親ヵり糾み5 ^合カリく, 淀洋室ヵり吏用

さ氏也す. it:団地内o' 尨i>"ii に行，T-- ').戸外り,日光奢も, 0才児に比べ･るとI* S ≪ヽ

に増えi. λ硲後，着衣場所il層間カリヽ,ヵ■･",　I 才ぶ(後,こは脱衣宦も梗斤l ;rれI.

4)　３才一小学2年生．子どもQ逍ぴ場とL 7 多ヽ.・la , 自分・家, c地(*1 ・逍び｀場．

団地内，友人宅で≒友人漱ia Z- 3人ヵ侈い. (D固地内・逍び'場z"・使用時闇'よ，平a T"

1 －z時間カリ< , 林日で^増加Iない.

,り　小学3年生以上，? ども　Φ家にくる友だちは, 2－3人ヵぐ最も%ヽ.. ＠団地内・遊

び゛場^'a ,平a ■k木日ともほとんど並ばなヽ･ものが増えI. c^ども･こ個霊代必要一ﾋ答え

班


